ハンドマイク演説参考例（市田演説会）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二〇一二年十一月五日　県政策宣伝センター

　○○のみなさん、こちらは日本共産党○○後援会です。この場をお借りして、党の政策の一端を訴えさせていただきます。よろしくお願い致します。

　いま臨時国会が開催されています。いまの国会中にも解散・総選挙かという報道がされています。こんどの総選挙は、大きな二つの流れが対決する選挙です。一つは自民党と、うり二つになった民主党、いっそうの右翼的立場を鮮明にした自民党、「政治に独裁が必要」といって自民党政治を、より強権的にすすめようという橋下・「維新の会」が、呼応し、競い合って歴史に逆行する政治を行う危険な逆流です。もう一つの流れは、「原発ゼロ」などの新しい政治を求める運動が歴史的高揚をみせている、希望ある本流です。この中で日本共産党は、一致点での共同を広げ、たたかいの大義と展望をしめし、草の根からそれを支えています。日本共産党はこんどの総選挙で、国民の願いにこたえる新しい政治をひらくために、「議席倍増」をめざします。比例東海ブロック２議席、小選挙区の議席獲得に挑戦します。ぜひ皆さまの大きなご支援をお願いします。今月の12日月曜日は、日本共産党の市田書記局長をむかえて、午後６時半より、名古屋市公会堂で日本共産党演説会を行います。お誘い合わせてぜひご参加下さい。
　「民主党に裏切られ、もう自民党には戻りたくない。どこに願いを託せばいいのか」という声が寄せられています。日本共産党はどの分野でも日本改革のビジョンを示し、国民と共に行動する党です。
いますぐ原発のゼロを求める提言、「消費税に頼らない別の道」をしめした経済提言、オスプレイ配備などの根源にある、日米安保条約をなくしたらどういう展望が開けるかを明らかにした、外交ビジョン、尖閣諸島をめぐる問題を、歴史的事実と道理にたって、外交交渉で解決をはかる尖閣提言などです。パンフレットにしてまとめていますので、ぜひお読みください。今月の12日月曜日、午後６時半から名古屋市公会堂で、日本共産党の市田書記局長が、これらの日本改革のビジョンを分かりやすく語ります。お誘い合わせてぜひご参加下さい。
民主党が自民党化し、自民党の総裁には改憲論者の安倍元首相、「維新の会」も憲法改定をかかげています。東京維新の会は、今の憲法を破棄し、天皇を神として扱い、国民の権利を何も認めない明治の大日本帝国憲法を復活させる請願に賛成するなど、古い政治への逆流がおきています。こうした動きとキッパリ対決しているのは日本共産党だけです。戦前から主権在民、侵略戦争反対をつらぬき、平和と民主主義のよりどころになる党として、これからも全力でがんばります。
いま、国民への公約をなげすて、選挙めあての離合集散を繰り返し、国民へ増税する一方で、民主党も自民党・公明党も党の財政は企業献金や政党助成金だのみです。維新の会も政党助成金の７割は温存の立場です。こんな政党に希望を託すことはできません。日本共産党は２万をこえる支部があり、国民と草の根で結びついて政治を動かしています。元総務大臣の片山さんは「日本には共産党などをのぞくと政党らしい政党は事実上ない」と雑誌の対談で語っています。日本共産党は財政も自前でまかない、企業献金も政党助成金も１円も受け取っていません。政党らしい政党、日本共産党を、こんどの総選挙では安心して選んでください。
日本共産党は、党をつくって今年で９０年になります。１世紀近い歴史でためされた党です。どんな大国の横暴もゆるさず、自主独立をつらぬいてきました。旧ソ連と中国・毛沢東派の、「社会主義」を看板にした自由と民主主義の抑圧をきびしく批判し、日本共産党への干渉もはねかえしてきました。日本共産党は、「すべての人間の自由な発達」を最大の特徴とする、未来社会をめざしています。日本共産党の党名には、こうした歴史と未来社会への理想が刻まれています。
今月の12日月曜日は、日本共産党の市田書記局長をむかえて、午後６時半より、名古屋市公会堂で日本共産党演説会を行います。お誘い合わせてぜひご参加下さい。日本共産党が発行している「しんぶん赤旗」をぜひお読みください。日刊紙は三千四百円、日曜版は八百円です。以上でこの場所からの宣伝を終わらせていただきます。ご静聴ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
